
新規 完了事業 ゼロ予算事業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　実績

平成29年度　予定 平成30年度　予定

平成31年度　予定 平成32年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成２９年度　行政評価事業別シート

実計対象 ■ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 荻原幹子

全体計画 経費区分 実施計画事業費 内線 3352

事務事業名 4112 健康増進事業

所　　属 100600 健康福祉部・健康づくり課

施　　策 01010100 健康づくりの充実

会計 01 一般会計
予算

科目 040103 衛生費・保健衛生費・健康づくり推進費
科目

事業 020000 健康増進事業

事業目的 事業概要・効果 

健康づくりの指標となる「第2次須坂市健康づくり計 「生涯健康都市すざか」を目指し、市民１人ひとりが

画」に基づき、保健指導、健康講座などを行い、生涯 「自分の健康は、自分でつくり守る」ために健康増進

を通じて生活習慣病予防を主体的に実践する市民を増 に関わる事業を実施する。健康に対する意識を持ち実

やす。 践する市民を増や

内

すことで、生涯にわた

部

り健康で暮ら

せる須坂

評

市を目指す。

ＰＬＡＮ

価

－ＤＯ

年度実績及び予

【

定

平成27年度　実績

二

平成28年度　実績

全

次

地域公民館とおでかけ

】

健康教室、健康まつり

1

の開催 全地域公民館と

頁

おでかけ健康教室、健

平

康まつりの開催

、食育

成

事業の実施　 、食育事

２

業の実施

健康長寿発信

９

都市「須坂JAPAN

年

」創生プロジェクトの

度

健康長寿発信都市「須

　

坂JAPAN」創生プ

行

ロジェクトの

実施－須

政

坂エクササイズ出前講

評

座、健康おすそわけツ

価

実施－須坂エクササイ

事

ズ出前講座、健康おす

業

そわけツ

アー　など ア

別

ー　など

平成29年度

シ

　予定 平成30年度　

ー

予定

健康まつりの開催

ト

、食育事業の実施

健康

実

長寿発信都市「須坂J

計

APAN」創生プロジ

対

ェクトの

実施－須坂エ

象

クササイズ出前講座、

評

健康おすそわけツ

アー

価

　など

平成31年度　

対

予定 平成32年度　予

象

定



円）

平成28年度 平成29年度

決　　　算 予　　　算

事業費 15,300 21,803

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 602 453

財 源 地方債 0 0

その他 4,120 270

一般財源 10,578 21,080

正規職員 1.8 1.7
人員数

嘱託職員 2.9 1.3
（人）

臨時職員 0.1 0.3

正規職員 12,994.2 12,272.3

人　員 嘱託職員 7,989.5 3,581.5

コスト 臨時職員 114.3 342.9

計 21,098.0 16,196.7

市民一人当たりの経費 0.7 0.7

総額 36,398.0 37,999

内

.7

（単位：千円）

平

部

成28年度決算　事業

評

費の内訳

主な節 金額 内

価

容

健康教室講師謝礼
8

【

節  報償費 4,19

二

8
健康づくり継続実践

次

者賞賜金

健康教室、食

】

育事業事務用品
11節

2

 需用費 3,604
健

頁

康カレンダー、ウオー

指

キングマップ印刷製本

 

費

おでかけ健康教室
1

標

3節 委託費 492
尿

 

中塩分測定検査

15節

名

 工事請負費 0

健康ま

算

つり実行委員会負担金

　

19節 負担金補助及

　

び交付金 406
研修会

式

負担金

臨時職員賃金 

単

2844 費用弁償 

位

138 役務費118

年

 バス借上料 135

　

その他 6,600

　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成28年度 平成29年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成28年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 「体重計にのろう」実践の表彰

算　　式 累計表彰者数　 単位 人

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標 358 394 430 466 500
目 標 値

実 績 368

指標選定 生活習慣病予防を主体的に継続的に実践している指標として設定

の 理 由

最終年度 26年度の実績を基に算出（年間36人表彰）

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位 人

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位 人

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千



委

ることで、健康に暮ら

託

せるまちづくりの実現

費

につながる。

評   

1

価

コメント

・事業の成

5

果は上がっているか

・

節

目標に対する達成度は

 

十分か

有 効 性 ・市

工

民生活上の課題解決に

事

貢献しているか 有効

・

請

行政内部の管理上の課

負

題解決に貢献している

費

か

・事業の目的が達成

1

できるような事業内容

9

になっているか

市民１

節

人ひとりが「自分の健

 

康は、自分でつくり守

負

る」ために健康増進に

担

関わる事業を実施する

金

ことで、市民

自らが健

補

康づくりに取組む活動

助

につながり有効である

及

。
評   価

コメント

び

・成果を落とさずにコ

交

ストを削減する方法は

付

あるか

効 率 性 ・効

金

率性向上に努めている

そ

か やや向上

・使用料な

の

どの受益者負担や補助

他

対象事業の範囲など、

Ｃ

財源確保の余地はない

Ｈ

か

報償費についての削

Ｅ

減を行った。

評   

Ｃ

価

コメント

振り返り（

Ｋ

決算年度の取組み課題

個

）

「生涯健康都市すざ

別

か」を目指し、多くの

評

市民が健康に関心を持

価

ち、健康づくりに取組

項

むためのポピュレーシ

目

ョンアプロ

ーチとして

評

大切な事業であるため

価

、今後も内容の見直し

観

を行いながら事業継続

点

が必要である。

28年

評

度は

公民館との共催事

価

業を見直した。新たに

内

健康応援教室を開始し

容

たが、市民への周知が

・

課題

市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成29

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

健康教室講師謝礼、創

平

生プロジェクトセミナ

成

ー等講師謝礼　、健康

2

づくり
8節  報償費

9

1,069
継続実践者

年

賞賜金

健康教室、食育

度

事業事務用品、須坂エ

当

クササイズポロシャツ

初

、健康講座チ
11節 

予

需用費 3,845
ラシ

算

、健康カレンダー、ウ

　

オーキングマップ印刷

事

製本費

創生プロジェク

業

ト健康講座委託料、
1

費

3節 委託費 60
おで

の

かけ健康教室、尿中塩

内

分測定検査

15節 工

訳

事請負費 0

健康まつり

主

実行委員会負担金
19

な

節 負担金補助及び交

節

付金 2,640
研修会

金

負担金

臨時職員保険料

額

 228 臨時職員賃

内

金　5491 費用弁

容

償435 役務費 6

8

20 使用
その他 14

節

,189
料 650

Ｃ

 

ＨＥＣＫ

個別評価

項目

 

評価観点 評価内容

・市

報

民の生命・財産を守る

償

ため市が実施すること

費

が必要不可欠な事業で

1

あるか

・行政内部の管

1

理運営上必要な事業で

節

あるか

必 要 性 ・市

 

が主体となり実施すべ

需

き事業か 高い

・法的な

用

根拠や公的関与の妥当

費

性はあるか

・目的は結

1

果（施策の目指す理想

3

）に結びついているか

節

健康に対する意識を持

 

ち実践する市民が増え



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

ポピレーションアプローチは、年代別や無関心層への 市民１人ひとりが「自分の健康は、自分で

内

つくり守る

効果的な対

部

策について、現在の事

評

業の評価を行いさら 」

価

意識の醸成を、関係機

【

関とともにさらに進め

二

る。

に有効な事業とし

次

ていくことが必要。

外

】

部評価

次年度以降の方

4

向性

外部評価コメント

頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


